
① ② ⑥

松岡農園、㈱ルーチャード、山彦農園 （広島県大崎上島町）

①経営管理システム　②AI搭載自動かん水システム　③土壌水分見える化システム　④電動リモコン
式草刈機　⑤油圧式＆充電式剪定機　⑥マルチロータ　⑦農地環境推定システム　⑧アシストスーツ

導入技術

（作業時間）現行から30％程度削減　（販売量）現行から20%程度増加目　　標
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○マルチロータを活用した農薬散布について、今後登録農薬の拡大や液肥等との混用が可能となることを期待するとともに、地
元ＪＡ等による請負作業体系を整備をすることで、年間を通じて、効率的・経済的な防除作業を可能としたい。

○農地環境推定システムでの低温予測精度がさらに向上し、1週間前の予測が可能となることで、寒波への対応がより多くの園地、
より多くの品目で可能となる。結果、寒波によるレモン等の生産量の低下を防ぎ、農家の所得確保につなげたい。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●マルチロータによる農薬散布において、1回当たりの作業時間
（飛行時間）が、97％削減。　　

●町内20地点の気温観測データから、農地環境推定システムを
構築し、48時間前に低温のアラート情報を提供。その結果、実
証農家において寒波被害を回避し，果実ロスを削減できた。
今後，精度向上や更に早い段階でのアラート情報の提供で、
収穫面積の拡大による販売量の増加が期待されている。

●かん水、施肥による散布時間が無くなり、稼働状態の点検作業
のみとなったことで、慣行栽培園地では、作業時間が80～
93％削減。

●重機が入りにくい急傾斜地の園地での剪定において、充電式
剪定機を使用し、作業時間が導入前より65～91％削減。但し、
高所用の剪定機については、重量があり、長時間の使用は腕
への負担が大きく、実用面では課題が残った。

実証成果

松岡農園（急傾斜地慣行栽培）1.15ha（レモン0.45ha，柑橘0.6ha，ブドウ0.1ha）うち実証面積：レモン
0.45ha ／ ㈱ルーチャード（平坦地慣行栽培）2.3ha（レモン2.3ha）うち実証面積：レモン0.3ha ／ 山彦
農園（平坦地有機栽培）1.8ha （レモン0.48ha，柑橘0.37ha，その他0.95ha）うち実証面積：レモン0.2ha

経 営 概 要

〇自動かん水システム、マルチロータ、充電式剪定機などにより、レモンの作期全体の作業時間は、急傾斜地慣行栽培では約29％
の削減となり目標は概ね達成できた。一方、平坦地慣行栽培では、約14％、平坦地有機栽培では約20％の削減にとどまった。

〇自動かん水システム、農地環境推定システムによる寒波被害の回避などにより、令和2年産の販売（出荷）量が、レモンの収穫が
完了した平坦地有機栽培においては、前年の1.5倍（2.2t/10a→3.3t/10a）となり、目標以上の効果が得られた。　

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 広島県西部農林水産事務所東広島農林事業所　（e-mail：njwhnoushin＠pref.hiroshima.lg.jp）

レモンにおけるスマート農業機械等の一貫作業体系の実証実証課題名

★

【急傾斜地慣行栽培】　29時間/10a → 2.1時間/10a
【平坦地慣行栽培】　　 11時間/10a → 2.1時間/10a

【緑色】危険度レベル１
　-2℃の発生が4時間以下
【黄色】危険度レベル２
　-2℃の発生が5時間以上
【赤色】危険度レベル３
　-3°以下の発生が2時間以上※使用機種：DJI  AGRAS  T-20　※令和２年度データより
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⑤ ⑧ ⑨

(農)うもれ木の郷、(農)むつみ（山口県萩市他）

①GPSブロードキャスタ　②自動操舵システム　③システム連携トラクタ　④直進田植機
⑤可変施肥田植機　⑥ラジコン除草ボート　⑦ラジコン除草機　⑧収量コンバイン　⑨防除用ドローン

導入技術

○水稲部門の労働時間を20％程度削減、収益を20％増
○連合体の形成に向けた法人間のデータ連携として圃場位置、栽培管理データを共有

目　　標
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○令和2年に発足したスマート農業の推進を図る県域の協議会（スマート農業実装加速協議会）の推進方策に基づき、県、市町、
JA等の農業関係団体が連携・役割分担の中で技術体系の早期普及・定着を図る。　

○「萩・阿武地域スマート農業活用プロジェクト」を設置しており、地域段階での技術導入方法、スマート農業技術を使いこなせる
人材の研修受入やマッチング体制の構築、法人間連携によるスマート農機のシェアリングなどの具体的な取り組みを進める。

○農業大学校においてスマート農業のカリキュラム化を目指すなど、研究と教育が連携した取り組みの中で人材育成を行う。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●直進田植機で側条
施肥した場合には、
計画量どおり施肥
が可能。地力が高
い圃場で正確に減
肥することで、倒伏
が少なく概ね５％
増収。収量コンバイ
ンで効果を確認

●可変施肥田植機
を活用し、圃場の
作土深等に応じ
て施肥量を調整
することで、収
量・品質の現行水
準を維持しつつ、
概ね2割程度肥料
コストを削減

実証成果

中山間地域における連合体の育成を見据えた集落営農法人の経営体質強化・
次世代人材の育成

実証課題名

(農)うもれ木の郷　77ha（水稲63ha、大豆13ha　他）うち実証面積：水稲 ８ha
(農)むつみ　58ha（水稲54ha、大豆  4ha　他）うち実証面積：水稲19ha

経 営 概 要

〇整形で団地化された水田では、直進田植機を体系に組み込むことで精密施肥により倒伏が軽減、概ね５％の増収と肥料コスト
10％低減が図られ収益が向上するとともに、労働時間も15～20％削減できた。

〇小区画不整形水田では、可変施肥田植機による肥料コストの低減や、防除ドローンによる作業時間短縮が図られたが目標は達成できなかった。
〇経営・栽培管理システムで集約した労働時間データの見える化等を契機に、法人間で繁忙期の畦畔除草作業を支援する新たな
連携活動が開始され、２法人全体で作業時間平準化を図ることができた。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 山口県農林総合技術センター農業技術部　（e-mail：a17201＠pref.yamaguchi.lg.jp）

●ドローン防除にはオペ
レータと補助者１名と
の組作業が必要だが、
液剤による穂揃期防
除では、組作業でも作
業時間が6割削減

★

●熟練者の不整形水田における作業
軌跡を経営・栽培管理システムに記
録。翌年、若手が事前に確認すること
で作業が効率化し、オペレータ経験
1年目にして作業
時間を17％短縮

※慣行はセット動噴による3人組作業※令和２年度6月時点

700
600
500
400
300
200
100
0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
慣行

R1
直進田植機

甚

無慣行
R2
直進田植機

収
量［
kg
/1
0a
］ 倒

伏
程
度

倒伏軽減
-3ポイント 倒伏軽減

-2.5ポイント

収量 倒伏

1.5％増収8％増収
25

20

15

10

5

0
R1
コシヒカリ

R2 R1
ひとめぼれ

R2

施
肥
量［
kg
/1
0a
］

計画量（慣行） 実施用量

17％減 19％減 15％減 23％減

30
25
20
15
10
5
0

若手A 熟練オペレータ

田
植
作
業
時
間（
分
/1
0a
）

田植作業前半 田植作業後半

作業時間
17%短縮

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0
セット動噴（慣行）

R1
ドローン セット動噴（慣行）

R2
ドローン

防
除
作
業
時
間［
時
間
/1
0a
］

オペレータ 補助者

作業時間を
6割削減

50 

中
国
・
四
国

品目  水稲（主食用米・酒米・飼料用米）




